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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第25期

第２四半期累計期間
第26期

第２四半期累計期間
第25期

会計期間
自 平成27年11月１日
至 平成28年４月30日

自 平成28年11月１日
至 平成29年４月30日

自 平成27年11月１日
至 平成28年10月31日

売上高 (千円) 869,673 864,831 1,715,402

経常利益 (千円) 17,011 21,737 51,334

四半期(当期)純利益 (千円) 9,588 15,392 38,124

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 139,111 139,170 139,140

発行済株式総数 (株) 1,120,000 1,120,800 1,120,400

純資産額 (千円) 345,903 390,020 374,489

総資産額 (千円) 665,098 715,523 703,294

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 9.08 13.73 35.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 8.73 13.14 33.63

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.0 54.5 53.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △13,491 △14,949 45,393

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △4,504 △2,405 5,002

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 101,185 △16,747 119,953

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 135,248 188,306 222,408
 

　

回次
第25期

第２四半期会計期間
第26期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成28年２月１日
至 平成28年４月30日

自 平成29年２月１日
至 平成29年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.90 12.00
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．１株当たり配当額については配当を実施しておりませんので、記載しておりません。

２ 【事業の内容】

　　　当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　　　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において、当社が判断したものであります。

 
 (1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和策により、緩やかな回復基

調が続きました。また、政府の経済対策に伴う国内需要の増加等により、今後も回復傾向は持続するものと思われ

ますが、新興国経済の減速感や、米国経済の動向と国際市場に及ぼす影響等、不安定な海外要因等により依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。

花き業界においては、東京都中央卸売市場の市場統計情報によると、平成29年２月から平成29年４月までの、ら

ん鉢取扱金額は1,203百万円（前年同期比10.2％減）、数量は394千鉢（前年同期比7.3％減）と、いずれも前年同期

比減という傾向で推移しております。

このような事業環境の中、フラワービジネス支援事業は、ブライダルの組数減少による婚礼生花の受注の減少が

あったものの、主力の法人贈答用胡蝶蘭は新規顧客開拓及び既存顧客への深耕営業により、売上高は堅調に推移い

たしました。ナーセリー支援事業は国内提携農園で生産された胡蝶蘭の生産品質の向上により、自社製品としての

活用割合を増加させました。フューネラル事業は、核家族化や葬祭規模の縮小等により、葬儀１件あたりの生花使

用量が減少傾向にある中、注文件数は横ばいで推移しております。販売費及び一般管理費については、人員の増強

による人件費の増加や、平成29年１月に開設いたしました横浜営業所の開設費用の発生等により、増加いたしまし

た。一方、前期に計上した株式公開費用が当期は発生しなかったこと等により、営業外費用は減少いたしました。

この結果、当第２四半期累計期間における売上高は864,831千円（前年同期比0.6%減）、営業利益21,359千円（前

年同期比24.4%減）、経常利益21,737千円（前年同期比27.8%増）、四半期純利益15,392千円（前年同期比60.5%増）

となりました。　

 
なお、当社の事業セグメントは単一セグメントであるため、セグメント情報は記載せず、主要な事業について記

載しております。

 
  （フラワービジネス支援事業）

フラワービジネス支援事業につきましては、贈答用の胡蝶蘭をグループ企業へ販売するという異業種参入支援

業務における新規顧客開拓の強化と、引き続き既存取引先各社へのオリジナルフラワーギフトカタログ作製の提

案に注力いたしました。

　社会全体では急速なネット通販の拡大により、宅配業界の厳しい状況から大手宅配業者の料金改定も進む中、

当社の強みでもある自社配送のエリア拡大として、平成29年１月に横浜営業所を開設し、今後もお客様の利便性

向上と対応の迅速化を図ることにより、更なるサービスの拡充等に取り組んでおります。

　　　　以上の結果、フラワービジネス支援事業の売上高は592,347千円（前年同期比5.9%増）となりました。

 
  （ナーセリー支援事業）

ナーセリー支援事業につきましては、引き続き国内提携農園３社への胡蝶蘭生産指導に注力いたしました。こ

の継続的な取り組みにより、高品質製品の生産割合が向上し、自社製品としての活用割合が増加したことで、市

場への出荷量は減少いたしました。

　　　　以上の結果、ナーセリー支援事業の売上高は192,666千円（前年同期比14.6%減）となりました。
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  （フューネラル事業）

フューネラル事業につきましては、第１四半期から引き続き、既存取引先等からの紹介による新規顧客開拓の

営業強化に注力いたしました。一方で、核家族化や葬祭規模の縮小等の影響から、葬儀業界全体としての葬儀単

価が減少傾向にある影響で、葬儀用切花の市場相場は減少傾向にあり、当社においても葬儀用切花の平均単価は

減少傾向が続いております。

　　　 以上の結果、フューネラル事業の売上高は79,817千円（前年同期比6.0%減）となりました。

 
　 (2) 財政状況の分析　

　　　 (流動資産)

当第２四半期累計期間における流動資産合計は654,107千円となり、前事業年度末に比べ10,528千円増加しま

した。この主な要因は、現金及び預金が32,076千円減少したものの、受取手形及び売掛金が30,124千円、仕掛品

が8,424千円それぞれ増加したことによるものであります。

(固定資産)

当第２四半期累計期間における固定資産合計は61,416千円となり、前事業年度末に比べ1,700千円増加しまし

た。この主な要因は、その他に含まれております敷金及び保証金が3,121千円増加したことによるものでありま

す。

　　　 (流動負債)

当第２四半期累計期間における流動負債合計は226,851千円となり、前事業年度末に比べ6,064千円増加しまし

た。この主な要因は、1年内返済予定の長期借入金が7,302千円減少した一方で、未払法人税等が4,961千円、賞

与引当金が4,424千円、未払金が4,854千円それぞれ増加したことによるものであります。

(固定負債)

当第２四半期累計期間における固定負債合計は98,651千円となり、前事業年度末に比べ9,366千円減少しまし

た。この主な要因は、長期借入金が9,437千円減少したことによるものであります。

　　　 (純資産)

当第２四半期累計期間における純資産合計は390,020千円となり、前事業年度末に比べ15,531千円増加しまし

た。この主な要因は、四半期純利益15,392千円の計上によるものであります。

 
　 (3) キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」といいます。)の残高は、前事業年度末に比

べ34,102千円減少し188,306千円（前年同四半期は135,248千円）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそ

れらの増減要因は、次のとおりであります。

 
　　　 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは14,949千円の支出（前年同四半期は13,491千円の支出）となりました。こ

の主な要因は、税引前四半期純利益の計上額が24,089千円となったものの、売上債権の増加額が30,381千円、たな

卸資産の増加額が9,838千円、法人税等の支出額が5,218千円となったことによります。

 
　　　 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは2,405千円の支出（前年同四半期は4,504千円の支出）となりました。この

主な要因は、定期預金の払戻による収入が97,943千円となったものの、定期預金の預入による支出が100,470千円と

なったことによります。

 
　　　 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは16,747千円の支出（前年同四半期は101,185千円の収入）となりました。こ

の主な要因は、長期借入れによる収入が30,000千円となったものの、長期借入金の返済による支出が46,739千円と

なったことによります。

 
　 (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
　 (5) 研究開発活動
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該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年６月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,120,800 1,120,800
名古屋証券取引所
（セントレックス）

単元株式数は100株であります。

計 1,120,800 1,120,800 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、平成29年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年２月１日～
平成29年４月30日
（注）

400 1,120,800 29 139,170 29 44,495

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数
に対する

所有株式数の割
合(％)

田中　豊 東京都大田区 716,000 63.88

根本　和典 東京都荒川区 84,000 7.49

花キューピット株式会社
東京都品川区北品川４丁目11番9号　
日本フラワー会館　

48,000 4.28

芝田　新一郎 東京都文京区 20,000 1.78

堀　威夫 東京都品川区 18,000 1.61

飯田　幸希 愛知県丹羽郡扶桑町 10,100 0.90

NPO法人AlonAlon 千葉県いすみ市岬町中原3863番地55 10,000 0.89

森　茂彦 大阪府高槻市 9,300 0.83

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL（常任代理
人 ゴールドマン・サックス証券株式会
社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB
U.K.（東京都港区六本木６丁目10番１
号 六本木ヒルズ森タワー）

9,000 0.80

佐藤　顕勝 三重県四日市市 7,700 0.69

計 － 932,100 83.16
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
　　　 1,120,500

11,205 ―

単元未満株式
普通株式　
            300

― ―

発行済株式総数
　　　 1,120,800

― ―

総株主の議決権 ― 11,205 ―
 

 

 

② 【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成29年２月１日から平成29年

４月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年11月１日から平成29年４月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年10月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 350,234 318,158

  受取手形及び売掛金 189,408 219,533

  商品及び製品 17,973 19,200

  仕掛品 70,190 78,615

  原材料及び貯蔵品 195 381

  その他 18,221 20,835

  貸倒引当金 △2,644 △2,617

  流動資産合計 643,579 654,107

 固定資産   

  有形固定資産 9,723 8,733

  無形固定資産 3,031 2,647

  投資その他の資産   

   その他 54,774 58,106

   貸倒引当金 △7,814 △8,071

   投資その他の資産合計 46,960 50,035

  固定資産合計 59,715 61,416

 資産合計 703,294 715,523
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年10月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年４月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 61,833 58,893

  1年内返済予定の長期借入金 94,317 87,015

  未払法人税等 7,905 12,866

  賞与引当金 11,586 16,011

  その他 45,144 52,065

  流動負債合計 220,787 226,851

 固定負債   

  長期借入金 107,932 98,495

  その他 86 156

  固定負債合計 108,018 98,651

 負債合計 328,805 325,503

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 139,140 139,170

  資本剰余金 89,253 89,282

  利益剰余金 145,489 160,881

  自己株式 － △67

  株主資本合計 373,883 389,266

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 606 754

  評価・換算差額等合計 606 754

 純資産合計 374,489 390,020

負債純資産合計 703,294 715,523
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

売上高 869,673 864,831

売上原価 543,367 513,746

売上総利益 326,306 351,084

販売費及び一般管理費 ※  298,037 ※  329,724

営業利益 28,269 21,359

営業外収益   

 受取利息 91 70

 受取配当金 45 84

 保険解約返戻金 1,349 －

 受取助成金 － 555

 その他 573 310

 営業外収益合計 2,060 1,021

営業外費用   

 支払利息 690 643

 株式公開費用 11,771 －

 その他 856 －

 営業外費用合計 13,318 643

経常利益 17,011 21,737

特別利益   

 資産除去債務戻入益 － 2,352

 特別利益合計 － 2,352

税引前四半期純利益 17,011 24,089

法人税、住民税及び事業税 7,973 10,415

法人税等調整額 △549 △1,718

法人税等合計 7,423 8,697

四半期純利益 9,588 15,392
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 17,011 24,089

 減価償却費 1,254 1,374

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,711 230

 賞与引当金の増減額（△は減少） 2,506 4,424

 受取利息 △91 △70

 受取配当金 △45 △84

 支払利息 690 643

 株式公開費用 11,771 ―

 資産除去債務戻入益 ― △2,352

 売上債権の増減額（△は増加） △1,920 △30,381

 たな卸資産の増減額（△は増加） △19,766 △9,838

 仕入債務の増減額（△は減少） △10,420 △2,940

 前払費用の増減額（△は増加） △1,173 △1,117

 未払金の増減額（△は減少） △14 4,854

 未払費用の増減額（△は減少） △1,835 2,723

 その他 △1,030 △895

 小計 △5,775 △9,342

 利息及び配当金の受取額 227 140

 利息の支払額 △552 △529

 法人税等の支払額 △7,391 △5,218

 営業活動によるキャッシュ・フロー △13,491 △14,949

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △100,029 △100,470

 定期預金の払戻による収入 97,422 97,943

 有形固定資産の取得による支出 △1,100 ―

 無形固定資産の取得による支出 △350 ―

 敷金及び保証金の差入による支出 ― △460

 保険積立金の積立による支出 △1,797 △10

 保険積立金の解約による収入 1,349 591

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,504 △2,405

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による収入 76,400 59

 自己株式の取得による支出 ― △67

 短期借入れによる収入 ― 30,000

 短期借入金の返済による支出 ― △30,000

 長期借入れによる収入 70,000 30,000

 長期借入金の返済による支出 △45,215 △46,739

 財務活動によるキャッシュ・フロー 101,185 △16,747

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 83,189 △34,102

現金及び現金同等物の期首残高 52,059 222,408

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  135,248 ※  188,306
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　 該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

　　　 該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　　 該当事項はありません。

 

(追加情報)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を

　第１四半期会計期間から適用しております。

 

(四半期貸借対照表関係)

　　　 該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年11月１日
至　平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年11月１日
至　平成29年４月30日)

給与手当 109,039千円 113,973千円

賞与引当金繰入額 13,351千円 16,011千円

貸倒引当金繰入額 △2,711千円 230千円

減価償却費 1,254千円 1,374千円

荷造運賃 51,729千円 51,087千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

　　　　 りであります。

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年11月１日
至　平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年11月１日
至　平成29年４月30日)

現金及び預金 260,771千円 318,158千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △125,523千円 △129,851千円

現金及び現金同等物 135,248千円 188,306千円
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(株主資本等関係)

　 前第２四半期累計期間(自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日)

　 １ 配当金支払額

　　　　　 該当事項はありません。

 
２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　　　　 該当事項はありません。

 

３　株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成27年12月18日付で名古屋証券取引所セントレックス市場へ上場し、平成27年12月17日を払込

期日として、一般募集（ブックビルディングにより募集）による新株式200,000株の発行を行いました。ま

た、平成28年１月22日を払込期日として、エイチ・エス証券株式会社が行うオーバーアロットメントによる

当社株式の売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式30,000株の発行を行いまし

た。

　その結果、資本金及び資本準備金がそれぞれ44,436千円増加し、当第２四半期会計期間末において資本金

が139,111千円、資本準備金が44,436千円となっております。

 
　 当第２四半期累計期間(自 平成28年11月１日 至 平成29年４月30日)

　 １ 配当金支払額

　　　　　 該当事項はありません。

 
２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　　　　 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　当第２四半期貸借対照表計上額と時価との差額及び前事業年度に係る貸借対照表計上額と時価との差額に重要

性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

　当社の事業の運営において重要なもの、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められるものがない

ため、記載を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

　　　 該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

　　　 該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

　　　 該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第２四半期累計期間(自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日)

当社の事業セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 当第２四半期累計期間(自 平成28年11月１日 至 平成29年４月30日)

当社の事業セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
至 平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年４月30日)

(１)１株当たり四半期純利益金額 9円08銭 13円73銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 9,588 15,392

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 9,588 15,392

 普通株式の期中平均株式数(株) 1,055,935 1,120,464

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8円73銭 13円14銭

(算定上の基礎)   

　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　普通株式増加数(株) 41,973 50,665

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

アートグリーン株式会社(E31918)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年６月７日

アートグリーン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   木   下   　 洋      印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   紙   本   竜   吾   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアートグリーン

株式会社の平成28年11月１日から平成29年10月31日までの第26期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年２月１日か

ら平成29年４月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年11月１日から平成29年４月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アートグリーン株式会社の平成29年４月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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